
一橘論叢 第八十七巻 第一号　（116）

地
田
知
平
名
誉
教
授
著
作
目
録
抄

昭
和
一
＝
ハ
年
（
一
九
五
一
年
）

　
論
文
　
　
「
海
運
企
業
の
若
干
の
性
楕
」
『
現
代
商
学
の
基
本
問
題
・

　
　
　
　
　
n
』
　
一
橘
大
学
産
業
経
営
研
究
所

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
年
）

　
書
評
　
　
ハ
ル
ト
グ
レ
ン
著
『
運
輸
と
最
気
』
『
一
橋
論
叢
』
　
第
二
七

　
　
　
　
　
巻
第
四
号

　
論
文
　
　
「
海
運
と
貿
易
」
『
現
代
商
業
学
実
務
講
座
・
貿
易
取
引
』

　
　
　
　
　
審
秋
社

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
年
）

　
鄭
典
項
目
「
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」
他
三
六
項
目
．
『
経
済
学
事
典
・
中
』

　
　
　
　
　
平
凡
社

　
　
　
　
　
「
海
運
」
の
項
　
『
商
業
学
事
典
』
　
新
紀
元
社

　
　
　
　
　
「
海
運
」
の
項
『
経
済
学
大
辞
典
』
　
東
洋
経
済
新
報
社

　
論
文
　
　
「
海
運
に
お
け
る
操
業
度
ー
チ
ャ
ー
タ
ー
・
べ
ー
ス
計
算

　
　
　
　
　
の
一
吟
味
1
」
『
一
橋
論
叢
』
　
第
三
〇
巻
第
一
号

昭
和
一
一
九
隼
（
一
九
五
四
年
）

　
学
会
展
望
「
戦
後
目
本
に
お
け
る
わ
が
国
の
交
通
研
究
」
『
ピ
ジ
ネ
ス
・

　
　
　
　
　
レ
ピ
ュ
ー
』
　
第
一
巻
第
三
号

　
論
文
　
　
「
海
運
経
営
に
対
す
る
用
船
の
効
果
」
『
ピ
ジ
ネ
ス
・
レ
ビ

　
　
　
　
　
ュ
ー
』
　
第
二
巻
第
二
号

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
年
）

　
論
文
　
　
：
穿
号
官
轟
d
冨
－
冨
鵠
彗
ρ
－
片
蜆
H
8
げ
邑
s
－
局
o
毛
ぎ
・

　
　
　
　
冒
彗
け
、
H
ざ
」
ミ
き
ミ
㎞
呉
き
雨
ミ
ぎ
ぎ
｛
｝
婁
ぎ
』
s
き
ミ
一

　
　
　
　
＜
o
－
く
z
o
－
～
1

　
　
　
　
　
「
海
運
業
に
お
け
る
企
業
安
定
の
方
法
」
『
一
橘
論
叢
』
　
第

　
　
　
　
三
三
巻
第
六
号

　
辞
典
項
目
「
交
通
、
倉
庫
」
『
経
済
学
小
辞
典
』
　
菓
洋
経
済
新
報
社

昭
和
三
一
年
．
（
一
九
五
六
年
）

　
論
文
　
　
「
不
定
期
船
企
業
の
運
送
避
択
と
そ
の
指
標
と
し
て
の
運

　
　
　
　
賃
」
『
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ピ
ュ
ー
』
第
三
巻
第
三
号

　
　
　
　
　
「
海
運
市
場
の
構
造
と
船
舶
の
技
術
的
条
件
」
『
ピ
ジ
ネ
ス
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（117）地田知平名誉教授著作目録抄

　
　
　
　
　
レ
ビ
ュ
ー
』
第
四
巻
第
二
号

　
　
　
　
　
「
滞
船
に
よ
る
企
業
の
損
失
と
滞
船
料
－
繋
船
鮎
理
論
へ

　
　
　
　
　
の
接
近
の
た
め
に
－
」
『
一
橋
論
叢
』
第
三
五
巻
第
六
号

　
辞
典
項
目
「
交
通
業
」
『
経
営
ハ
ン
ド
ブ
ヅ
ク
』
同
文
館

昭
和
一
一
一
一
一
年
（
一
九
五
七
年
）

　
論
文
　
　
「
日
本
海
運
業
の
問
題
点
－
戦
後
に
お
け
る
変
貌
を
中
心

　
　
　
　
　
と
し
て
1
」
『
一
橋
論
叢
』
　
第
三
八
巻
第
五
号

　
　
　
　
　
「
戦
後
の
日
本
海
運
業
に
お
け
る
系
列
化
の
特
質
－
日
本

　
　
　
　
　
海
運
業
の
変
貌
の
一
節
－
」
加
藤
由
作
博
士
選
歴
記
念

　
　
　
　
　
『
保
険
学
論
集
』
　
春
秋
社

昭
和
三
一
一
一
年
（
一
九
五
八
年
）

　
論
文
　
　
「
公
益
事
業
の
「
本
質
的
地
位
」
に
つ
い
て
の
覚
書
1

　
　
　
　
　
「
海
運
業
は
公
益
事
業
か
」
と
い
う
設
間
に
関
連
し
て
1
L

　
　
　
　
　
『
一
橋
諭
叢
』
　
第
三
九
巻
第
二
号

　
著
書
　
　
『
海
運
市
場
論
』
　
有
斐
閣

昭
和
一
一
一
四
年
（
一
九
五
九
年
）
　
　
　
　
　
　
・

　
辞
典
項
胃
「
ザ
ヅ
ク
ス
『
交
通
手
段
』
、
ラ
ー
ド
ナ
ー
『
鉄
道
経
済
』
、

　
　
　
　
　
宮
永
『
交
通
学
の
生
成
』
」
『
世
界
名
著
大
事
典
』
　
平
凡
社

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
年
）

　
諭
文
　
　
「
海
上
労
働
に
お
け
る
分
業
と
協
業
－
海
上
労
働
の
生
産

　
　
　
　
　
性
と
技
術
進
歩
の
方
向
1
」
『
商
学
研
究
』
第
四
号

　
事
典
項
目
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
キ
ャ
リ
ア
」
他
九
項
目
　
『
工
業

　
　
　
　
　
大
事
典
』
平
凡
社

昭
和
三
末
年
（
一
九
六
一
年
）

　
論
文
　
　
「
海
上
労
働
の
特
質
と
船
員
の
需
給
対
策
」
『
海
上
労
働
』

　
　
　
　
　
第
一
四
巻
四
号

昭
和
一
一
一
七
年
（
一
九
六
二
年
）

　
論
文
　
　
「
不
況
か
ら
脱
出
す
る
海
運
政
策
の
み
ち
」
『
エ
コ
ノ
ミ
ス

　
　
　
　
　
ト
』
　
第
四
〇
巻
第
二
八
号

　
　
　
　
　
「
船
内
作
業
合
理
化
の
特
質
」
『
海
運
』
第
四
一
九
号

　
　
　
　
　
「
構
造
的
不
況
に
見
舞
わ
れ
る
海
運
業
　
　
不
況
の
原
因
に

　
　
　
　
　
つ
い
て
の
一
試
諭
1
」
『
経
済
評
諭
』
第
一
，
一
巻
第
九
号

　
　
　
　
　
「
海
運
経
営
と
労
務
管
理
」
『
海
上
労
働
』
　
第
一
五
巻
第
四

　
　
　
　
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
辞
典
項
目
「
海
運
」
　
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
編
『
経
済
学
辞
典
』

　
　
　
　
　
岩
波
書
店

昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
年
）

　
論
文
　
　
　
「
郵
便
の
本
質
－
郵
便
事
業
経
営
論
序
説
I
」
『
ピ
ジ

　
　
　
　
　
ネ
ス
　
レ
ピ
ュ
ー
』
　
第
一
〇
巻
第
三
号
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一橋論叢 第八十七巻 第六号　（118）

　
　
　
　
　
「
戦
後
の
日
本
海
運
業
の
展
開
」
『
商
学
研
究
』
　
第
七
号

　
　
　
　
　
「
海
運
企
業
の
築
約
化
を
め
ぐ
る
二
、
三
の
問
題
」
『
海
運
』

　
　
　
　
第
四
二
八
号

　
　
　
　
　
「
郵
便
経
営
に
つ
い
て
の
二
、
三
の
問
題
」
『
郵
政
調
査
時

　
　
　
　
報
』
　
第
四
巻
第
四
号

　
　
　
　
　
「
郵
便
作
業
の
合
理
化
の
特
質
ー
ジ
ヅ
プ
・
コ
ー
ド
か
ら

　
　
　
　
機
械
化
ま
で
1
」
『
郵
政
』
　
一
九
六
三
年
二
月
号

　
　
　
　
　
「
諸
外
国
の
海
運
業
並
ぴ
に
海
運
政
策
の
現
状
と
問
題
点
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
関
す
る
調
査
研
究
I
」
（
第
一
章
）
産
業
構
造
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
辞
典
項
目
「
運
送
、
倉
庫
」
『
体
系
経
済
学
辞
典
』
東
洋
経
済
新
報
社

昭
和
一
一
一
九
年
（
一
九
六
四
年
）

　
論
文
　
　
「
郵
便
作
業
の
機
械
化
の
限
界
－
局
内
作
業
を
中
心
と
し

　
　
　
　
　
て
1
」
『
一
橋
論
叢
』
　
第
五
一
巻
第
一
号

　
　
　
　
　
「
集
約
化
と
労
働
間
題
の
焦
点
」
『
海
上
労
働
』
　
第
ニ
ハ
巻

　
　
　
　
　
第
六
号

　
　
　
　
　
「
諸
外
国
の
海
運
業
並
び
に
海
運
政
策
の
現
状
と
問
題
点
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
関
す
る
調
査
研
究
皿
」
（
第
一
章
）
産
業
構
造
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
年
）

　
監
訳
　
　
ス
タ
ー
ミ
ー
著
『
英
国
海
運
と
国
際
競
争
』
東
洋
経
済
新

　
　
　
　
　
報
社

　
論
文
　
　
　
「
イ
ギ
リ
ス
の
潜
湾
労
働
」
『
海
運
研
究
所
報
』
　
五
月
号

昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
年
）

論
文
　
　
「
交
通
技
術
の
進
歩
と
交
遜
企
業
」
『
運
輸
と
経
済
』
　
三
月

　
　
　
　
号

　
　
　
　
　
「
海
運
に
お
け
る
技
術
と
経
済
」
『
日
本
舶
用
機
関
学
会
誌
』

　
　
　
　
第
一
巻
第
三
号

　
　
　
　
　
「
イ
ギ
リ
入
港
湾
業
の
労
務
管
理
に
関
す
る
メ
モ
ー
ロ
ン

　
　
　
　
ド
ン
港
に
お
け
る
事
憎
を
中
心
に
し
て
1
」
『
海
事
交
通

　
　
　
　
研
究
』
　
第
三
築

　
　
　
　
　
「
総
播
原
個
主
義
か
ら
個
別
原
価
主
義
へ
ー
わ
が
く
に
国

　
　
　
　
有
交
通
事
業
の
独
立
採
算
制
1
」
『
ビ
ジ
ネ
ス
　
レ
ビ
ュ

　
　
　
　
　
ー
』
第
；
一
巻
第
三
号

書
評
　
　
ス
タ
ー
ミ
ー
著
「
英
国
海
運
と
国
際
競
争
」
『
海
運
研
究
所

　
　
　
　
　
報
』
第
四
一
号

　
辞
典
項
目
「
交
通
経
済
諭
」
『
経
済
学
辞
典
』
　
東
洋
経
済
新
報
社

昭
和
四
一
一
年
（
一
九
六
七
年
）

　
論
文
　
　
「
港
湾
労
働
者
の
登
録
制
と
荷
役
の
能
率
」
『
商
挙
研
究
』

　
　
　
　
　
第
一
〇
号

　
響
評
　
　
土
井
智
喜
著
「
海
上
労
働
講
座
」
『
海
運
』
　
四
七
八
号

　
共
訳
　
　
ザ
ネ
ト
ス
著
『
タ
ン
カ
ー
運
賃
の
理
論
』
　
海
事
産
業
研
究

　
　
　
　
　
所
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（119）　地田知平名誉教授著作目録抄

昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
年
）

　
調
査
　
　
「
港
湾
労
働
者
の
実
態
」
『
港
湾
労
働
者
雇
用
関
係
体
質
改

　
　
　
　
善
指
導
講
習
資
料
』
　
東
京
都
労
働
局
職
業
安
定
部
労
働
課

　
論
文
　
　
『
船
協
二
〇
年
史
』
第
一
章
総
説
　
日
本
船
主
協
会

　
事
典
項
目
「
海
上
運
送
」
他
三
項
目
　
『
社
会
科
学
犬
事
典
』
　
鹿
島
研

　
　
　
　
究
所

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
年
）

　
辞
典
項
目
「
運
河
」
他
一
一
〇
項
目
『
岩
波
小
辞
典

経
済
用
語
』

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
年
）

　
調
査
　
　
『
海
運
業
の
再
建
整
傭
の
成
果
の
分
析
及
ぴ
調
査
』

　
　
　
　
産
業
研
究
所

昭
和
四
大
年
（
一
九
七
一
年
）

　
論
文
　
　
「
用
船
に
お
け
る
投
機
－
一
つ
の
試
論
」

　
　
　
　
　
レ
ビ
ュ
ー
』
第
一
八
巻
第
四
号

　
　
　
　
　
「
海
運
一
通
信
」
『
交
通
経
済
学
』
改
訂
版

　
　
　
　
社

海
事

『
ビ
ジ
ネ
ス

青
林
書
院
新

昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
年
）

　
論
文
　
　
「
船
舶
の
技
術
進
歩
と
企
業
集
中
1
『
ヅ
チ
デ
ー
ル
報

　
　
　
　
告
」
を
資
料
と
し
て
1
」
『
商
学
研
究
』
　
第
一
五
号

昭
和
四
八
年
（
一
九
七
三
年
）

　
論
文
　
　
　
「
物
的
流
通
技
術
」

　
　
　
　
　
林
書
院
新
社

小
泉
・
地
田
共
編
『
商
学
講
義
』
　
音

昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
年
）

　
資
料
　
　
　
「
職
業
と
し
て
の
船
員
ー
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
離
職
の
調

　
　
　
　
　
査
」
『
ピ
ジ
ネ
ス
　
レ
ビ
ュ
ー
』
第
二
二
巻
第
一
号

　
辞
典
項
目
　
改
訂
及
ぴ
追
加
二
項
目
　
『
体
系
経
済
学
辞
典
』
　
東
洋
経

　
　
　
　
済
新
報
社

昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
年
）

　
論
文
　
　
　
「
最
近
の
タ
ン
カ
ー
・
マ
ー
ケ
ヅ
ト
に
つ
い
て
」
『
石
油
文

　
　
　
　
　
化
』
第
二
三
巻
第
八
号

　
　
　
　
　
「
タ
ン
カ
ー
の
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
キ
ャ
リ
ア
ー
海
運

　
　
　
　
業
と
石
油
業
の
関
係
の
一
節
1
」
『
商
学
研
究
』
　
第
一
八

　
　
　
　
号

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
年
）

　
　
　
　
　
「
特
殊
船
に
お
け
る
技
術
と
市
場

　
　
　
　
　
的
過
程
－
」
『
ピ
ジ
ネ
ス
　
レ
ビ

　
　
　
　
　
号

そ
の
実
用
化
の
経
済

ユ
ー
』

第
二
三
巻
第
四

昭
和
五
二
年
（
一
九
七
七
年
）

　
論
文
　
　
「
日
本
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
間
の
海
運
間
題
」

　
　
　
　
　
　
9

日
豪
調
査
委
　
　
1
1



一橋論叢 第八十七巻 第一号　（120）

　
　
　
　
貝
会
編
　
『
日
豪
経
済
関
係
の
基
本
臥
題
』

昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
年
）

著
書
　
　
『
海
運
産
業
諭
』
千
倉
書
房

　
論
文
　
　
「
昭
和
五
二
年
度
運
輸
白
書
を
読
ん
で
1
第
五
章
「
国
際

　
　
　
　
　
環
境
の
変
化
と
運
輸
」
を
中
心
と
し
て
」
『
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
ト
』
　
三
月
号

　
　
　
　
　
「
船
員
の
共
同
雇
用
制
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
ー
イ
ギ
リ

　
　
　
　
　
ス
の
制
度
を
中
心
に
し
て
1
」
『
海
事
交
通
研
究
』
第
一

　
　
　
　
　
五
集
　
海
事
交
通
文
化
研
究
所

昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
年
）

　
論
文
　
　
「
便
宜
置
籍
船
に
関
す
る
覚
疋
書
　
　
そ
の
間
題
性
1
」

　
　
　
　
　
『
ピ
ジ
ネ
ス
・
レ
ピ
ュ
ー
』
第
二
六
巻
第
三
号

　
　
　
　
　
「
交
通
経
営
論
」
『
一
橋
論
叢
』
　
第
八
一
巻
第
四
号

　
　
　
　
　
「
昭
和
五
三
年
度
運
輸
白
書
を
読
ん
で
」
『
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

　
　
　
　
　
ト
』
　
三
月
号

　
　
　
　
　
「
戦
後
に
お
け
る
タ
ン
カ
ー
船
隊
の
発
展
と
問
題
点
」
『
ペ

　
　
　
　
　
ト
ロ
ウ
リ
ウ
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
・
記
念
論
文
集
』
石
油

　
　
　
　
　
評
論
社

昭
和
五
五
年
（
一
九
八
O
年
）

　
論
文
　
　
　
「
世
界
海
運
の
秩
序
」
『
海
洋
時
報
』
　
一
七
号

昭
和
五
未
隼
（
一
九
八
一
年
）

　
論
文
　
　
「
便
宜
置
籍
船
に
関
す
る
若
千
の
間
題
」
『
ピ
ジ
ネ
ス
．
レ

　
　
　
　
　
ピ
＾
1
』
第
二
八
巻
第
四
号

120




